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 浅間山では、2004 年９月１日に 21 年ぶりの中爆発（ブルカノ式噴火）が発生した。その後、９月 14 日～18

日には小噴火（灰噴火、後にストロンボリ式噴火）がほぼ連続的に発生し、９月 23 日、29 日、11 月 14 日にも再

び中爆発が発生した。その後、ごく小規模な噴火が 12 月まで時折発生したいたが、12 月以降は噴火は発生してい

ない（2005 年 2 月現在）。しかし、引き続き地震回数は多い状態が継続し、火映現象も時折見られるなど、浅間山

の火山活動は依然活発な状態にあり、今後も爆発的な噴火を発生する可能性はある。 

 気象庁は浅間山噴火活動開始に伴い、地震計および傾斜計をそれぞれ 1 点ずつ増設し、監視体制を強化した。 

 本発表では、2004 年９月以降の浅間山の火山活動経過と、気象庁火山課及び軽井沢測候所が実施した火山観

測結果の概要を紹介する。 


